
＜災害履歴＞
（地震による被害）
●1854年12月23日 (安政元年) 安政東海地震
○○地域、○○地域で土砂崩れ。家屋倒壊〇戸
●2009年8月11日 (平成21年)駿河湾を震源とする地震
○○地域、○○地域で土砂崩れ。
●2011年3月11日 (平成23年)東日本大震災
○○地域、○○地域で建物一部損壊
（風水害による被害）
●1974年7月7日 (昭和49年) 七夕豪雨

○○地域、○○地域で浸水被害。床上○戸、床下○戸
○○山で土砂崩れ。全壊○戸、半壊○戸
●2022年9月23日 (令和4年) 台風15号

○○地域、○○地域で浸水被害。床上○戸、床下○戸
全域で断水

○○市　○○地区　地区防災計画（風水害編）

　緊急連絡　先

会長　○○

副会長 　

○○医院 ####-##-####　

○○メディカルセンター ####-##-####　

○○医院 ####-##-####　

　年間　スケジュール　

１月 　

２月　 　

３月　 　津波避難訓練

４月　 　

５月　 　

６月　 　土砂災害対策訓練

７月　 　

８月　 　

９月　 　

10月　 　訓練

11月

12月 　訓練　

参加してね！

○○地区　

世帯数 　○○世帯

人口　 　○○人　

目的：風水害・土砂災害から身を守るため！

過去の災害被害を知ろう！



土砂災害、洪水ハザードマップ



1 2 1 2
エンジンカッター 小型発電機
チェンソー 燃料（㍑）
ジャッキ 乾電池（単一）

スコップ 乾電池（単二）

つるはし 乾電池（単三）

リヤカー 強力ライト
一輪車 土のう袋
ゴムボート 食料
担架 水
救急セット 受水槽
三角巾 ろ水器
消火器 釜
バケツ 鍋
可搬ポンプ テント・天幕
電池メガホン ビニールシート

無線機 仮設トイレ
腕章 排便収納袋
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防災倉庫番号

合計
種
別

品目
防災倉庫番号

合計

番号 防災倉庫の所在地鍵の管理者 住所 電話
1 ○○公会堂
2

防災倉庫資機材・備蓄一覧表

令和　年度　自主防災組織図



身の安全の確保

3つの安全確保行動1-2-3

地震(災害)発生

身の回りの状況確認（揺れがおさまる）
○火元の確認　○家族の安全確認　○靴を履く　○出口の確保

情報収集・隣近所の状況確認
○ラジオをつける！　○同報無線を聞く　○隣近所の被害状況確認

各組指定の一時避難地に避難
→地域で協力した自主防災活動

○初期消火　○町民の安否確認　○救出・救助
○救護活動　○高齢者等の避難支援　○避難所開設

○○公会堂に災害対策本部設置→防災玉手箱活用して運用

自宅が無事・余震でも大丈夫か確認自宅が焼失・全半壊

○○中学校（指定避難所）の
グラウンドに集合

自宅で避難生活
○プライバシーが確保できる

○食料や布団などの生活物資
が備わっている

体育館で避難生活
※状況により○○公民館も活用

ガスの元栓閉める
電気のブレーカーを落とす

（出典：日本シェイクアウト提唱会議）



洪水レベル３発表時・・・各自が気象状況や被害状況を収集、
自主防災隊会+自主防災委員のLINEグループにおいて共有→判
断に応じて公民館(コミュニティセンター)に参集・対応開始
する。

洪水レベル４発表時・・・身の安全を優先した対応に切り替
え、町内の情報収集にあたり、前記LINEグループ内で共有す
る。

洪水レベル５発表時・・・すでに災害が発生しているものと
し、安全を確保した上でSNSや電話等で町内の情報収集にあた
り、警報終了後の対応を前記LINEグループ内で相談する。

地震（震度５強以上）・・・各自が地震と家族の安全が確認
できたら公民館(コミュニティセンター)に参集。救出救護・
火災等の被害確認支援にあたり指揮を執る

津波（津波警報・大津波警報）・・・各自津波避難場所（避
難地）、高台、津波避難施設へ避難。事前に決めた防災委員、
又は、協力住民により避難行動要支援者を避難させる。安全
が確認できたら公民館(コミュニティセンター)に参集。救出
救護・消火等の被害確認支援にあたり指揮を執る

・わたしの避難計画の作成

　 //全ての家庭で実践//

　

自主防災会の体制

個人の取組

↑ＱＲコード
　　　　　　　　　　　　　

　
・家具の固定

　

・備蓄（水・食料）

　


